
 

 

 

１． 準備処理（システム基本設定） 

※ 業務選択メニュ � システム基本設定画面で以下の項目を設定 

・治療院名、代表者(施術者)、住所、電話番号 

・複数事業所運用時であれば複数事業所運用区分を「する」にして、事業所マスタに他の施術

者名等を登録 

・往療起点（治療院）緯度経度を緯度経度算出ボタンで設定（インターネット接続要） 

・支払機関・代理人情報 

保険取扱時／支払機関・代理人２については、レセプトの保険取扱時／支払機関・代理

人情報が２か所あるときのみ設定してください 

・機関番号、施術者番号は使用する場合のみ設定してください 

 

２． 患者毎のカルテ・保険データ登録 

（業務選択メニュより「新規カルテ作成・保険申請登録」ボタン） 

（登録済患者については、この処理は不要です「３．実績入力から保険実績データ登録、保険申

請印刷まで」の処理を行ってください） 

 

① カルテ基本画面より、患者初診データの登録 

＜保険運用するときの入力項目＞ 

住所・氏名、生年月日、傷病名は入力してください。また、「経度緯度算出ボタン」で住所

の経度緯度を設定してください（インターネット接続要） 

注）必須入力：システム上は「患者名ひらがな」です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険申請印刷までの手順（オプション／担当者別施術実績処理を利用する場合） 

 



 

② 経過データも登録するのであれば 

カルテ基本データ画面より「経過データへ移動」ボタンで経過画面が表示されますので、初

診当日の施術内容を登録してください、治療日（通常は当日が自動表示）のみ必須入力で他

は任意入力です 

注）経過データ入力は、日付ごとの施術内容データを記録しておく必要のあるユーザ様のみ

登録してください、登録しなくても保険申請には問題ありません 

 

③ 保険申請データ条件設定 

カルテ基本データ画面、または カルテ経過データ画面より「保険申請」ボタンで保険申請

入力条件画面が表示されます 

申請年月（施術月）と保険申請種類を設定してください（申請年月は当日の年月が初期設定

されます） 

 

④ 保険申請データ登録（保険申請データは初診月のみ登録すれば、以降は引き継がれます） 

保険申請入力条件画面より「保険申請データへ」ボタンで保険申請データ画面が表示されま

す 

患者保険データの入力をしてください、氏名・住所、生年月日、傷病名はカルテ基本画面よ

り、支払機関、代理人、施術者データはシステム基本設定画面より、単価はシステム基本画

面の料金単価設定画面より自動設定されます 

 

注）システム基本設定画面に支払機関、代理人が２つ設定されている場合は画面表示時にど

ちらの支払機関、代理人を選ぶかのメッセージが表示されます 

また、複数事業所運用時は事業所（施術者データ）の選択画面が表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 実績入力から保険実績データ登録、保険申請印刷まで 

（業務選択メニュー � 担当者別・施術実績処理 � 担当者別施術実績処理メニュを表示） 

 

１．担当者実績データ入力処理（施術者ごと、施術日ごとに処理） 

 

① 担当者別施術実績処理メニュの「担当者実績データ入力・変更・照会」ボタンクリックし、

担当者実績データ入力・条件設定を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・担当者を選択クリック 

   担当者が登録されていないときは、担当者マスタメンテをクリックして登録します 

  ・複数事業所運用時であれば起点事業所も選択 

・当日日付でなければ、カレンダーで該当日付をクリック設定します 

・実績入力・表示ボタンクリック 



②担当者実績表より入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定したい行にカーソル移動して患者選択表の患者名をクリックします 

 

＜明細項目について＞ 

・ 時、分、備考は任意入力です 

 

・ 往療算出 

   ア．往療保険施術は「自動」 

（同一施設等で複数人施術時は、該当患者の住所緯度経度を同位置に設定して 

「自動」設定すると上行の患者に往療費が課金されます） 

   イ．通院保険施術は「なし」 

   ウ．一般施術は「保険外」 

 エ．往療保険施術で強制的に施術所からの距離設定は「施術所から」 

   オ．往療保険施術で強制的に距離０設定は「往療距離 0」 

   カ．往療保険施術で強制的に距離２キロ設定は「往療距離 2K」 

 

・ 「経過データ入力へ」をクリックで該当日付の経過データ入力画面へ遷移します 

   経過データの登録管理をしているユーザ様は同ボタンで入力してください 

  （保険申請には経過データ登録は行わなくても問題ありません） 

・ 氏名をダブルクリックで基本データ画面へ遷移しますので、住所、緯度経度変更時

等はこの操作でカルテ基本データ変更が行えます 

・ 明細行削除は氏名へカーソル移動して DELETE キー、またはカーソル明細削除ボ

タン 



 

＜１日分入力したなら＞ 

 

ルート算出ボタンクリック 

ルート自動算出により、距離・前患家データ（起点住所・氏名）が設定されます 

  （終了ボタン、次の日ボタン、前の日ボタンでも「ルート算出」を行えます） 

通常、「ルート算出してよろしいですか」のメッセージには「はい」をクリックして下さい 

 

 

過去に類似実績日があれば、１週間前のデータ貼り付けボタン、または右記カレンダー 

の日付データ貼り付けボタンで、該当日のデータを貼り付けることにより入力作業を軽減

できます 

 



 

    ２． 担当者実績データから保険申請データ登録 

       ひと月分の実績データが入力されたなら  

       担当者別施術実績処理メニュの「担当者実績データから保険申請データ登録」ボタンクリッ

クで保険申請データの登録・更新を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 保険申請データを登録更新する該当年月を設定する（初期値は当月） 

② 「実績データ保険登録」ボタンクリック 

③ 該当月の施術実績データから保険申請データが自動登録または更新されます 

・月の途中で、何回実行しても問題ありません（上書きか当月施術クリア後かのメッセージ

が表示されます） 

・保険データは施術日マーク、往療金額、施術金額、往療内訳データが自動設定されます 

（患者保険データは当月データが未登録であれば過去月から自動登録します） 

・実績入力時に、該当月実績データが「ルート算出」されていなければなりません   

（ルート算出未、保険申請登録未データについては、担当者別実績データチェック印刷、

患者別実績データチェック印刷でチェックできます） 

 

     ※ 登録後の確認は 業務メニュ -� 保険申請一覧表示で行ってください 

 

３．業務選択メニューの「保険申請一覧表示・保険申請印刷」で保険データ確認 

レセプト、往療内訳書等の印刷を行ってください（詳細マニュアル参照） 


